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1．はじめに 1 

中国では、経済の急発展に伴い、高速道路や鉄

道などの建設ラッシュが続いている。特に、北京、

上海、武漢、寧波等の都市においては、都市の再

開発に伴い超高層ビルや地下鉄などの大規模土留

め工事が実施され、新たな技術の開発と導入が進

められている。これを受け、土木研究センターで

は「土留め」をテーマに2013年6月12日～15日に

中国湖北省武漢市及び浙江省寧波市から専門の建

設技術者を招き、日中建設技術交流会を開催した。 
交流会には、中国側から交流団の団長として中

南勘察設計院有限責任公司の副総技師長張曉玉を

はじめ、中南勘察設計院、浙江華展工程研究設計

院、武漢市建設委員会、湖北省建設庁建設専家委

員会等から計15名、日本側からは当センター、

TRD工法協会、地中連続壁基礎協会、清水建設

技術研究所などから計16名が参加した。交流会

は、技術セミナーとして日本及び中国の建設事情、

施工技術の紹介や討論を行った後、現場見学、清

水建設技術研究所の見学、アクアライン視察（表

-1）を行った。 
表-1 交流会の日程  

日期 主な内容 
6月12日  技術セミナー 
6月13日  東京外環の現場見学会（市川市） 
6月14日  清水建設技術研究所の見学会 
6月15日  東京湾横断道路アクアライン視察 

 

写真-1 技術セミナーでの当センター中村理事長の挨拶  
                                                      

Report on Japan-China Construction Technology Exchange 
Meeting 

2．中国建設状況 

2.1 社会基盤の整備状況と課題 
 現在、中国では社会基盤の整備が急速に進めら

れている。例えば、高速道路は2012年までに総

延長約9.5万kmが完成し、2011年、2012年にそ

れぞれ 1.1万kmと 9,910kmが開通した。鉄道は

2012年には総延長約76,600kmとなり、その内、

時速200km以上の高速鉄道を13,000kmが運行し

ている。地下鉄は2012年までに総延長2,350km
が、2015年までには1万kmが完成する予定であ

る。また、高さ300m以上の超高層ビルについて

は、世界の6割超える61棟が中国で完成しており、

今後、10年以内に1,000棟を建設する予定である。  
このような社会基盤の急速な整備に様々な問題

が生じている。特に、大都市内においては地上に

加え、地下空間の高度利用が進められ、その結果、

輻輳する地下施設の間を縫っての整備となり、軟

弱な地盤条件に加え、将来の地下空間の開発に備

え、アンカー工による土留め工の禁止など厳しい

建築制限の適用がなされている。このため大規模

な地下開発に必要な土留め工の選定に厳しい制限

が課せられ、昨今では、都市開発の中で土留め工

が最も重要なプロジェクト案件となっている。 

 
図-1 武漢市と寧波市の位置  

2.2 湖北省の武漢市における建設状況 
 武漢市は中国中部、湖北省の省都であり、長江

と漢江（長江最大の支流）の合流地点にあり (写
真-2）、人口は約1,010万人（このうち在籍大学生

数が約110万人）を有している。もともとは「武 

日中建設技術交流会の開催 
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写真-2 武漢三鎮および長江と漢江との合流点  

 

漢三鎮」と呼ばれ、漢口
カ ン コ ウ

、漢陽
カ ン ヨ ウ

、武昌
ブッショウ

の三つの

都市からなっている。また、武漢市は中部長江と

京広線（北京～広州）の水陸交通大動脈の結束点

で東に上海、西に重慶
ジュウケイ

、南に広州
コウシュウ

、北に北京と

いずれも1,000kmの距離  に位置し、物流の要と

して重要な役割を果たしている。 
武漢市においても、写真-3に示す超高層建築や

長江の渡河橋 (長江大橋）をはじめ、都市の再開

発が活発に進められ、その結果、大規模な土留め

工事は2012年で410件を超えている。これらの工

事 の 中 に は 、 掘 削 深 さ で は 地 下 6 階 （ 5.0 ～

30.4m）となる建築ビルの地下立坑や、掘削深さ

が60mとなる長江大橋の基礎の立坑などもある。

また、掘削面積では10,000㎡を超えるものも少

なくない。 

 

写真-3 建設中の武漢緑地中心ビル（高さ606m）  

 武漢の地盤は、軟弱な沖積層が厚く堆積して

おり、支持層までの深さは約50mと東京とほぼ同

程度である。沖積層は、シルト層、砂層、砂礫

層等で帯水層や被圧帯水層となっており、しか

も地下水位が高く、長江の水位と連動するため、

開削工事における地下水の制御が重要な課題と

なっている。現在、盤ぶくれ等の地下水圧対策

として止水壁の根入れは着底式と非着底式のい

ずれもが用いられているが、その優劣の決着は

ついていない。 
土留め壁は柱列式地下連続壁、地下連壁 (場所

打ちコンクリート、泥水固化（SMW））等が主に

使用されている。アンカー工が禁止されているた

め、写真-4のように土留め壁の剛性を増すため杭

を2重に造り、その頭部を連結した門型の杭も用

いられている。 

   

写真-4 門型柱列式連続壁（深さ11m，面積1.1万㎡）  

また、掘削面積が大規模な場合、掘削面積を広

く取るため写真-5や図-2に示すような土留め壁に

作用する土圧を中央のリングで均等配分した切梁

支保工も使用されている。  
 

 
写真-5 柱列式連続壁＋切梁（深さ10.5m，面積5千㎡）  

 

図-2 RC連壁＋RC切梁（深さ20m，面積1.2万㎡）  

長 江  
漢江  

武昌  
漢口  

漢陽  

連壁  

切梁  

門型場所  

打ち杭壁  

モノレール  

杭 杭  



土木技術資料 55-10(2013) 
 
 

 

－ 60 － 

土研センター 

 
写真-6 長江大橋の立坑（連壁内径70m，深さ60m）  

 
2007年12月開通した陽邏長江大橋の基礎の立

坑は、写真 -6のように内径70ｍ、深さ60ｍの大

深度・大規模な円形の地下連壁を採用された。 
2.3 浙江省の寧波市における建設状況 

寧波
ニ ン ポ -

市は上海の南に位置し、7,000年の歴史

を持つ河母渡文化の発祥地で、中国最古の港湾と

して知られ、日本とも長い文化交流と貿易の歴史

がある。現在は、東沿岸の対外開放都市として、

「港湾都市、商業都市、環境都市」の名称のもと

に急速な発展を遂げている。 
寧波市は長江デルタの上にあるため、地盤は高

含水比、低強度、高圧縮性でかつ、難透水の極軟

弱な沖積層で、その深さは40mまで続き、支持層

は60m以深となる。この状況は佐賀低平地の軟弱

地盤に類似している。寧波市でも、都市の再開発

が活発に進められ、写真-7の20個の立坑からなる

総掘削面積35万㎡の商業センターや掘削面積4.5
万㎡、掘削深さ17～24ｍの金融センターの建設

が進められている。また、寧波市では、長い歴史

を有するために文化財も多く、写真-9のように地

下空間開削においても、その保全が重要な課題と

なっている。 

 

写真-7 20個立坑群の一部（地下2階，総面積35万㎡）  

 

写真-8 金融中心（深さ17~24m，面積4.5万㎡）  

 
写真-9 文化財の保全  

3．土留め施工技術の紹介と現地見学会 

3.1 TRD工法  
 TRD工法は、泥水固化の地下連壁工法の一つ

で地中に連続造成した壁にＨ鋼などの芯材を挿入

し、地下掘削時の土留め壁と止水壁として適用し

ている。この工法は低重心の施工機械による高い

安定性、継ぎ目の無い高品質な等厚の壁等の特徴

があり、1993年に開発されて以来、日本国内で

は多くの施工実績を有している。中国では2009
年に工法設備を輸入し、2011年から施工機械・

設備を中国国内で製造し始め、既に天津、南昌、

武漢において施工実績があり、最大壁厚850㎜、

深さ57mの施工も行われた。 
 交流会において、中国の多くの技術者がTRD
工法に関心を示し、設備の種類、施工の能力、周

辺地盤への影響等について質問があった。 
3.2 地中連続壁工法 
 日本では、現在、大深度（ 140m）、大壁厚

（3.0m）の施工実績があり、信頼性が高く、あら

ゆる地盤への適用、本体利用等の特徴を有してい

る。また、埋設物直下、空頭制限下、狭隘地等で

も施工可能なように様々な工夫がなされている。 
 中国においても本体利用が普及しているが、壁

の垂直性や継ぎ目での水漏れ等のトラブルが生じ

ることがあり、交流会ではそれらの問題の解決法、
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応急対策等に活発な討論があった。 
3.3 現地見学会 
 交流会団は、東日本高速道路（株）の東京外環

自動車道市川市における国分地区の工事現場を見

学した。同工区は延長1,827ｍ、1,860日の工期で、

掘割構造で地下部に高速道路が、掘割上の地表に

国道が通る計画である。 
 建設に当たっては、品質の確保と環境に優しい

道づくりを目指し、様々な土留め工法や地下水制

御などの検討・工夫をしていた。例えば、泥水固

化方式のソイルセメント連続壁工事において流動

化剤を添加することでセメントミルクの注入量を

大幅に抑制し、廃棄する建設泥土の量を大幅低減

する工法が用いられていた。また、地下水流の阻

害対策としては浅層部では透水層に井戸を設置し

て集水し、集めた水は通水管で導き、復水井戸で 

 
写真-11 試験施工で完成した地下高速道路  

 

図-2 地下水の通水対策  

 
写真-14 現地見学の参加者  

地盤に戻す集水・復水井戸方法が、深層部では工

事終了後に地下水流を阻害していた土留め壁を取

壊し、透水材に置換えて、再度、水みちを確保す

る山留め壁破砕・置換方法が取られていた。 

4．まとめ 

 日中建設技術交流会において、中国側の参加者

は日本の街の綺麗さ、日本人の仕事に対する真面

目さと技術力、きめ細やかな配慮、建設現場の整

然さ、土留め施工設備の先進性等に感心していた。

一方、日本側の参加者は中国の技術者の若さ、交

流会での勉強に対する熱意、中国の土留め工事の

規模と円形支保工に圧倒されていた。今回の交流

会は、日中両国の技術者にお互いに大いに刺激に

なり、非常に有意義な会の開催であった。 
 今後とも、国際活動を通じて、両国の交流を行

い、土木・建築に関する技術の向上に寄与してい

きたいと考えている。 
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